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「女性に対する暴力をなくす運動」が実施されます 

暴力は、その対象の性別や加害者・被害者の間柄を問わず、決して許されるものでは

ありません。特に、女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男

女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。また、女性に対する暴

力の根底には、女性の人権の軽視があることから、女性の人権の尊重のための意識啓発

や教育の充実を図ることが大切です。 

 

11月 12日 から 11月 25日 

は 

『YABUNONAKA 

ヤブノナカ』 

金原ひとみ∥著 

文藝春秋 2025年 

『言えないことをし

たのは誰？』上下巻 

さいきまこ∥著 

現代書館 2024年 

『性暴力の加害者となった君

よ、すぐに許されると思うなか

れ 被害者と加害者が、往復書簡

を続ける理由』 

斉藤章佳／にのみやさをり∥著 

ブックマン社 2024年 

 

『災害と性暴力 性被害をなかっ

たことにしない、させないために。』 

Nursing Today  

ブックレット編集部∥編 

日本看護協会出版会 2023年 

『DVはなおせる！  

加害者・被害者は変われる』 

栗原加代美∥著 

さくら舎 2021年 

 

『毒親絶縁の手引き DV・虐待・ス

トーカーから逃れて生きるための制

度と法律』 

テミス法律事務所・柴田収∥監修 

紅龍堂書店∥編著 

RUBY DRAGON BOOKS 2023年 

 性的搾取の被害をネットで告発したのをきっかけ

に、加害者・被害者、その家族や周囲の日常が絡み合

い、うねり、予想もつかないクライマックスへ…。性・

権力・暴力・愛が渦巻く現代社会の闇を描きます。 

 教師から生徒に行われていた性暴力。中学の養護教諭

の莉生は、被害の連鎖をくい止めるため、被害を受けた者

たちを地獄から救い出すために、孤独な闘いに挑みます。 

 性被害とはどういうものなのか、被害者はその後を

どう生きているのかを加害者は知る必要がある。お互

いを知るための修復的対話の記録と考察です。 

 阪神・淡路大震災や東日本大震災で生じた性被害を二度と繰

り返さないために。支援者の視点から、加害者の心理を考察し、

ジェンダー視点の避難所づくりなど、何をすべきかを考えるきっ

かけを記します。 

そして加害者としての自覚をもち、不健全な価値観や考え

方に気づき思考を変えることで、加害者もそして被害者も

変われると、著者は語ります。 

 身を守るための法律、各種制度、相談窓口など、大切な情報

を実例を添えて解説します。パートナーからの DV、ストーカー

被害に悩む人にも役立つ情報です。 

DVとは何なのかを具体的に解説し、 

なぜ DVは生まれるのかを考察します。 

は 



滋賀県立男女共同参画センター 

の情報はこちらから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書・資料室 ご利用案内    

●開室時間 9：00～17：00 

●11月の休室日 ４日、１０日、１７日、2５日 

●貸出（本・雑誌）15冊 3週間まで 

（ＤＶＤ）  2本  1週間まで 

●お問い合わせ先（電話） 

 0748-37-3735（図書・資料室直通） 

 0748-37-3751(センター代表) 

 

男女共同参画
絵本を紹介 

 

『天使のくれた時間』 

2000年／アメリカ／125分／吹替え 

 ウォール街で成功をおさめ、高級マンションに住みフェラーリを

乗りまわす、誰もがうらやむ人生を走り続けてきた主人公。そん

な彼がある日、不思議な青年によって“もうひとつの人生”に導

かれる。 

12月 1３日（土） 13：30～ 
滋賀県立男女共同参画センター“G-NETしが” 視聴覚室 

定員 80名  参加無料＆申込不要 

無料託児あり；12/6㈯までにお申し込みください 

滋賀県立男女共同参画センター 
公式インスタグラムはじめました！ 

フォローお願いします! 

 

『あらじんのまほう』 

あらじん∥作 

はなもとゆきの∥絵 

パレード 2012年 

ぼくはあらじん みんなをえがお

にするまほうつかい 

DVの恐怖におびえていた過去

を乗り越え、幸せをつかんだ「あ

らじん」からのメッセージ 

暴力はぜったいに許さない 

すべての人は必ず幸せになれる 

 

 

さんかく☆ミニ講座 

男女共同参画に関する

ことばを紹介します 

SATOCO 

G-NETシネマ 

 

電話  090-2 5 9 9
ニッコリキューキュー

-
－

3105
サ ト コ

 

メール satoco3105biwako@gmail.com 
 

滋賀県の性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター 

性暴力被害者総合ケアワンストップびわ湖の通称です。 

(サトコ SATOCO：Sexual Assault victim TOtal Care One stop BIWAKO) 

 

ここに連絡すれば、相談、医師による医療ケア、心のケア、弁護士相談、警察への届出などの支

援が総合的に受けられます。 『SATOCO』では 24時間 365日つながるホットラインで、性別

にかかわらず、どなたからの相談も無料で受け付けています。 

  

 
 
 
 

全国共通番号 ＃8891（最寄りの支援センターにつながります） 

 

SNSでの相談をご希望の方は Cure time(キュアタイム)→ 

 

 

mailto:satoco3105biwako@gmail.com

